
日本民俗学の萌芽と生成
� ──近世から明治まで

Ⅰ 近世期における民俗研究の萌芽
『菅江真澄遊覧記』にみる民俗世界／近世紀行文にみる民俗事
象の発見／古風の発見と田舎／探訪と観察の実践／資料収集
の実験「諸国風俗問状」／不思議な現象の記録

Ⅱ 明治期における日本民俗学の生成
外国人の日本文化研究と人類学会の成立／柳田國男の民俗学
への転進／南方熊楠のFolklore ／郷土会と雑誌『郷土研究』の
創刊／折口信夫「髯籠の話」をめぐる諸問題

「古風」や「田舎」が発見され、失われゆくそれらを書き留めようとす
ることで、江戸時代に民俗学の種が撒かれました。それが芽生える
のが明治・大正時代。南方熊楠、折口信夫などの活躍と並行して、
柳田國男がそれらを学問としてまとめ上げていきます。

江戸時代から、明治・大正時代まで、
日本民俗学が誕生にいたる過程を
丁寧にまとめた一書
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